
様式１

学校教育目標

目指す学校像（ビジョン）

・確かな教科学力の定着を図り、高い志を持って主体的に学びに向かう力を育成する学校

・生徒の基本的生活習慣が確立した規律ある学校

・課題の解決に向け、多様な他者と協同する人材を育成する学校

・保護者や地域・社会の期待に応える教育活動を展開する学校

◎の項目は重点であることを意味している。

自己評価

努力 成果 次年度以降の課題と対応策

4 教職員全体で実践発表を共有する研修会を学期に１回実施した。 4
１・２年生対象のアンケートで、ＩＣＴ等を活用した授業について理解することができたと回答し
た生徒が８０％以上であった。

3 教職員全体で実践発表を共有する会議を上期に１回、下期に１回実施した。 3
１・２年生対象の生徒アンケートで、ＩＣＴ等を活用した授業について理解することができたと
回答した生徒が６０％以上であった。

2 教職員全体で実践発表を共有する会議を１回実施した。 2
１・２年生対象の生徒アンケートで、ＩＣＴ等を活用した授業について理解することができたと
回答した生徒が４０％以上であった。

1 教職員全体で共有する会議が実施できなかった。 1
１・２年生対象の生徒アンケートで、ＩＣＴ等を活用した授業について理解することができたと
回答した生徒が４０％未満であった。

4
「目標」の設定およびとルーブリック評価表等を利用した「ふりかえり」の設定を半数以上の授業で
行った教員の割合が１００％であった。 4

授業評価アンケートにおいて、各授業の「めあて」や「ふりかえり」への意識を持って授業を受
けていると回答した生徒が、全生徒の９５％以上であった。

3
「目標」の設定およびとルーブリック評価表等を利用した「ふりかえり」の設定を半数以上の授業で
行った教員の割合が９５％以上であった。 3

授業評価アンケートにおいて、各授業の「めあて」や「ふりかえり」への意識を持って授業を受
けていると回答した生徒が、全生徒の90％以上であった。

2
「目標」の設定およびとルーブリック評価表等を利用した「ふりかえり」の設定を半数以上の授業で
行った教員の割合が９０％以上であった。 2

授業評価アンケートにおいて、各授業の「めあて」や「ふりかえり」への意識を持って授業を受
けていると回答した生徒が、全生徒の80％以上であった。

1
「目標」の設定およびとルーブリック評価表等を利用した「ふりかえり」の設定を半数以上の授業で
行った教員の割合が９０％未満であった。 1

授業評価アンケートにおいて、各授業の「めあて」や「ふりかえり」への意識を持って授業を受
けていると回答した生徒が、全生徒の80％未満であった。

4
全員受験の模試で、事前指導と事後指導それぞれの指導の実施状況が、ともに１００％であっ
た。

4
１・２年生１１月模試において、３教科総合の到達度が国公立大学挑戦レベル以上の生徒が
受験者の３０％以上であった。

3
全員受験の模試で、事前指導と事後指導それぞれの指導の実施状況が、ともに８０％以上で
あった。

3
１・２年生１１月模試において、３教科のうち２教科の到達度が国公立大学挑戦レベル以上の
生徒が受験者の３０％以上であった。

2
全員受験の模試で、事前指導と事後指導それぞれの指導の実施状況が、ともに６０％以上で
あった。

2
１・２年生１１月模試において、３教科のうち１教科の到達度が国公立大学挑戦レベル以上の
生徒が受験者の３０％以上であった。

1
全員受験の模試で、事前指導と事後指導それぞれの指導の実施状況が、ともに６０％未満で
あった。

1
１・２年生１１月模試において、３教科のうち１教科の到達度が国公立大学挑戦レベル以上の
生徒が受験者の３０％未満であった。

4
３年生９月の時点で、４月段階での第一志望校を引き続き維持している生徒が６０％以上で
あった。

4 ４月段階での第一志望校を受験した生徒が６０％以上であった。

3
３年生９月の時点で、４月段階での第一志望校を引き続き維持している生徒が４５％以上で
あった。

3 ４月段階での第一志望校を受験した生徒が４５％以上であった。

2
３年生９月の時点で、４月段階での第一志望校を引き続き維持している生徒が３０％以上で
あった。

2 ４月段階での第一志望校を受験した生徒が３０％以上であった。

1
３年生９月の時点で、４月段階での第一志望校を引き続き維持している生徒が３０％未満で
あった。

1 ４月段階での第一志望校を受験した生徒が３０％未満であった。

4
教育研究部による指導資料の提供のうち、１週間以上前に提案することができたのが全時間中の１０
０％であった。 4

総合的な学習・探究の時間における生徒の授業アンケート（主体的に取り組むことができた
の項）の肯定的回答が９５％以上であった。

3
教育研究部による指導資料の提供のうち、１週間以上前に提案することができたのが全時間中の８
０％以上であった。 3

総合的な学習・探究の時間における生徒の授業アンケート（主体的に取り組むことができた
の項）の肯定的回答が９０％以上であった。

2
教育研究部による指導資料の提供のうち、１週間以上前に提案することができたのが全時間中の６
０％以上であった。 2

総合的な学習・探究の時間における生徒の授業アンケート（主体的に取り組むことができた
の項）の肯定的回答が８５％以上であった。

1
教育研究部による指導資料の提供のうち、１週間以上前に提案することができたのが全時間中
の６０％未満であった。 1

総合的な学習・探究の時間における生徒の授業アンケート（主体的に取り組むことができた
の項）の肯定的回答が８５％未満であった。

4 変更した遅刻指導規定を１００％実施する。 4 遅刻者数が前年度より２０％以上減少した。

3 変更した遅刻指導規定を９０％以上実施する。 3 遅刻者数が前年度より１０％以上減少した。

2 変更した遅刻指導規定を８０％以上実施する。 2 遅刻者数が前年度とほぼ同じであった。

1 変更した遅刻指導規定を８０％未満の実施であった。 1 遅刻者数が前年度より１０％以上増加した。

4 地域と連携を取り、生徒が実施する清掃活動などを年間３回以上実施した。 4 ボランティア活動の意義を理解し、のべ６００人以上の生徒が活動に参加した。

3 地域と連携を取り、生徒が実施する清掃活動などを上期に１回、下期に１回実施した。 3 ボランティア活動の意義を理解し、のべ５００人以上の生徒が活動に参加した。

2 地域と連携を取り、生徒が実施する清掃活動などを１回実施した。 2 ボランティア活動の意義を理解し、のべ４００人以上の生徒が活動に参加した。

1 地域と連携を取ったが、生徒が実施する清掃活動が１回も実施できなかった。 1 ボランティア活動の意義を理解したが、活動に参加した生徒は４００人未満であった。

4 校内美化推進を目指して美化委員会を８回以上設定することができた。 4
安全点検はすべて実施され、大掃除チェック表において、９５％以上の場所･項目で「よい」
がついた。

3 校内美化推進を目指して美化委員会を６回以上設定することができた。 3
安全点検はすべて実施され、大掃除チェック表において、９０％以上の場所･項目で「よい」
がついた。

2 校内美化推進を目指して美化委員会を４回以上設定することができた。 2
安全点検はすべて実施され、大掃除チェック表において、８５％以上の場所･項目で「よい」
がついた。

1 美化委員会を年４回未満しか設定できなかった。 1 安全点検をすべて実施することができなかった。

4 学年会や関係委員会などで各学年、年１５回以上、生徒の情報交換の場を持った。 4 関係部署で対応したいじめに関する事案数が年間５件未満であった。

3 学年会や関係委員会などで各学年、年１０回以上、生徒の情報交換の場を持った。 3 関係部署で対応したいじめに関する事案数が年間５件以上であった。

2 学年会や関係委員会などで各学年、年５回以上、生徒の情報交換の場を持った。 2 関係部署で対応したいじめに関する事案数が年間８件以上であった。

1 学年会や関係委員会などで各学年、生徒の情報交換の場を持った回数が５回未満であった。 1 関係部署で対応したいじめに関する事案数が年間１０件以上であった。

4 ホームページの更新が年間２００回以上であった。 4 ホームページの閲覧回数が年間１１０,０００回以上であった。

3 ホームページの更新が年間１５０回以上であった。 3 ホームページの閲覧回数が年間８０,０００回以上であった。

2 ホームページの更新が年間１００回以上であった。 2 ホームページの閲覧回数が年間６０,０００回以上であった。

1 ホームページの更新が年間１００回未満であった。 1 ホームページの閲覧回数が年間６０,０００回未満であった。

4 年間の定時退校日の実施率が80%以上であった。 4 勤務時間外の在校時間４５時間以下の割合が80%以上であった。（年間月平均）

3 年間の定時退校日の実施率が60%以上であった。 3 勤務時間外の在校時間４５時間以下の割合が60%以上であった。（年間月平均）

2 年間の定時退校日の実施率が40%以上であった。 2 勤務時間外の在校時間４５時間以下の割合が40%以上であった。（年間月平均）

1 年間の定時退校日の実施率が40未満であった。 1 勤務時間外の在校時間４５時間以下の割合が40%未満であった。（年間月平均）

基本的生活習慣の重要性を自覚
し、節度を身に付け友愛に満ちた生
徒を育成する。
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生活習慣の基本となる遅刻者数を昨年
度より減少させる。

３年生において、４月当初の第一志望校を受
験するために、総合型選抜・学校推薦型選
抜・一般選抜等を考慮させ、第一志望校に出
願できるように指導する。
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地域と連携した活動を通して、ボラ
ンティア精神に富み、社会に貢献で
きる人材を育成する。

いじめの防止、早期発見に努める。いじ
めに対して適切な措置を行う。

美化委員会の活動を強化する。日々の清掃
活動に加え毎月大掃除の日を設ける。大掃
除の日には校内美化の徹底を図るとともに校
内安全点検を実施し、校内の安全確保と環境
保全につとめる。

学年会との連携を密にして日頃から生徒が示
す変化やシグナルを見逃さない態勢づくりに
つとめる。教職員全体で情報と取り組みの姿
勢を共有し、必要に応じて関係機関･専門機
関と連携する。

高い学力と幅広い教養を育成する
カリキュラム・マネジメントの確立と
「主体的・対話的で深い学び」を実
現する授業を展開する。

◎教職員全員で目指す学校像・生徒像を共
有し、その上で教職員一人ひとりが自身の
教育活動の現状を分析するとともに、探究
活動やＩＣＴを活用した教育活動を実践
し、教職員全体で共有を図る。

領域 中期経営目標

全ての生徒が第一志望とする進路に最
後まで挑戦することができる進路指導を
行う。

短期経営目標

自ら課題を設定し主体的に学ぶ生徒を
育成するため、「総合的な探究の時間」
の学年全体での指導体制を構築する。

系統的な探究活動を研究・実践す
ることにより、主体的に学び、思考・
判断し、課題を解決しようとする生徒
を育成する。

協同学習を基軸とした授業法を研
究し、全体で共有することによっ
て、個々の教員の授業力を向上
し、主体的に学ぶ生徒を育成す
る。

個別最適な課題を設定し、協同学習な
どを活用し、解決法を自ら導く生徒を
育成する。

生徒一人ひとりが志を高く持ち、目
標とする進路を実現する計画的な進
路指導態勢を確立する。

校訓「進取　友愛　節度」のもと、高い志を持ち、変化の激しい社会において自らの未来を切り拓き、「地域共生社会」の担い手となる人材を育成する。

具体的方策
努力指標 成果指標

評価指標・評価基準

生徒一人ひとりの学習状況を把握し、能力・
適性に応じた学習指導を通して自ら学び、探
究し解決する能力の育成を図る。

行事や部活動、ボランティア活動を通し
て生徒の自主性の向上に努める。

１・２年生において、模試の事前指導・事後指
導を徹底し、模試を短期の学習目標とした取
組を定着させる。

「主体的・対話的で深い学び」の視点を
取り入れた授業を実践し、生徒の意欲向
上に資する評価方法を研究・実践する。
授業や定期考査の改善に向けて研究・
実践する。

遅刻指導の規定を変更し時間を守る社会性
を身につけると同時に規律ある学校生活を図
れるようにする。
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「いじめ防止基本方針」に基づき、
いじめを防止する。

教職員が、心身ともに健康な状態で
生徒と向き合う。

面談等を通じて課題を共有して業務改
善に努めるとともに全教職員の年間月平
均の勤務時間外の在校時間を４５時間以
下にする。

◎年間月平均の勤務時間外の在校時間が４
５時間以下になるよう、個人が定めた定時退
校日を確実に実施する。

教育研究部が中心となって、毎時間の「総合
的な探究の時間」における指導資料を作成す
る。指導の具体については、学年会および担
任副担任の連絡調整によって周知徹底を図
る。

地域清掃やボランティア活動の意義を理解
し、社会で生きていく力を養うとともに、自己効
力感を育てる。

学校経営の方針や学校の特色を学
校案内やホームページなどを通じて
広報活動に努める。

学校案内やホームページを充実させ、保
護者や地域により詳しく具体的な情報を
提供する。

各分掌、学年、部活動からもホームページで
の発信を促し、学校生活や入試情報などタイ
ムリーな情報発信に努める。

広島市立美鈴が丘高等学校　令和４年度　学校評価報告書

清掃活動を充実させる。

評価
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努力指標においては、スタディサプリの教材を使っていたこともあり、１週間
前には授業の内容や方針をしめすことができたと考えられる。また、初年度
に総合的な探究の時間の全体計画を示していることもあり、担当者や担任に
は、授業がどのような流れで進むかが把握しやすく、それを含めると１か月
以上も前から教材を提示できている部分もあると思われる。
成果においては、将来構想検討委員会のアンケートから判断すると、総合的
な探究の時間に対する生徒の主体的な取り組みは１～３学年踏まえて９０％
程度であった。９５％に達しなかったのは、探究する内容について「自分ごと
化」する工夫が無かったからだと推察される。今後は、探究活動の前、また
は最中にいかに生徒に「自分ごと化」させる手だてを設けるかを考えていき
たいと思う。

昨年度までの遅刻指導を月ごとの回数での指導だと、月に指導該当になら
ないように計画的に遅刻する生徒に対して、年間累計での指導規定に変更
した結果、遅刻者数は前年度より２８％も減少し、朝の遅刻０日も昨年度３２
日であったのが、今年度は1月現在で４０日と増加し、遅刻常習生徒も少なく
なった。
登校時の遅刻のみならず、授業遅刻も含めて、「時間を守る」ことの大切さを
生徒に認識させるために、SHRや各授業において、すべての教員が共通認
識を持って指導を行うことがさらに求められている。また、遅刻が続く生徒の
状況（家庭環境や学習意識など）を細かく把握し、一律の指導ではなく、それ
ぞれの状況に適した丁寧な課題が必要である。

コロナ禍の影響でボランティア活動も制限を余儀なくされ、文化祭での献血
活動も昨年度同様中止となったが、生徒会主導での秋のさわやかハイス
クール事業における清掃活動は、１・２年生の部活動を行う生徒を中心に、１
５０人が参加して実施することができた。中でも、「あすなろ会」には３８回の
ボランティア活動を紹介し、延べ２２３人がいろいろなボランティア活動に参加
した。また、生徒会執行部は今年度も全校生徒の協力を得て、「赤い羽根共
同募金活動」に取り組んだ。部活動には486名が入部をして活動をしている。
来年度は生徒会を中心に、「あすなろ会」が行っているボランティア活動への
参加を、「あすなろ会」だけにとどめず、全校生徒に参加を促していく。

美化委員会活動の活性化を目標に掲げたが、委員会は目標の半分の
４回しか開くことができなかった。来年度はオープンスクール前日のトイ
レ・廊下清掃などに美化委員を集め、活動することを検討したい。
安全点検はすべて実施され、大掃除の時の清掃状況チェックにおいて
は目標値を超える達成状況が見られた。しかし、実際の清掃状況を考
えると十分達成できたとは言い難い。
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上段：１～４評価
下段：　％評価

学校生活を送る中、SNS等画面上の交友が主流となっていることもあり、
些細なすれ違いなどで人間関係が崩れたり、家庭環境や学習面など複
合的にストレスを抱える生徒が増えてきている。また、ストレスの原因を
生徒同士で解決できなかったり、抱えたストレスを自分自身で上手く発
散、消化できないため、問題行動へと繋がるケースが増えてきている。今
後も学年会や関係機関で情報共有を密にしながら、生徒の変化を察知
できるようにすることはもちろん、研修を積極的におこなう等いじめ防止
の共通認識を図り、多様な生徒のニーズに合わせた組織的対応が学校
全体でできるよう体制を整えていく必要がある。

ホームページの更新回数は前年度より日々の学校生活の様子は減少
してしまったが、学校行事などの発信については積極的に活用できた。
閲覧回数はパソコンの動作環境変更のためカウンターが削除されてし
まったが、それまでの間にほぼ９０％に近い数値であった。新しい入試
制度の内容やオープンスクールなどの行事申し込みをホームページを
通じ積極的に配信していった結果だと思われる。来年度からホーム
ページの運用が統一変更されるので、今後も迅速かつわかりやすい情
報を生徒・保護者に伝達し、多くの方に本校の魅力を積極的に発信し
ていくことに努める。

各自が定時退校日を設定し、１年間取り組んできたが、実施率はかな
り低いものであった。担任業務や分掌業務など見直しが必要であると
ともに、効率的に業務を進めることができるよう学校全体の意識改革を
含めて取り組みたい。同様に在校等時間においても一人一人の業務
が少しでも削減できるよう教職員から意見を聞きながら減少につなが
る対策を講じていきたい。

7% 28.6%

１・２年生は一人一台タブレット端末を持ち、総合的な探究の時間や各
教科における探究などを実施するなど目標を達成した。しかしながら、
生徒対象アンケートで自己評価が４または５である生徒の割合は７１％
で、昨年の８３．４％を下回った。来年度は、新しい取り組みを導入し、
生徒が自ら地域や社会の現状から課題を見出し、その解決のために
取り組み続ける力を育み、その課題解決に向けて、多様な知識・技能・
特性を持つ他者と協同的に取り組み続ける生徒の育成に繋がるような
総合的な探究の時間のあり方を課題としたい。

％での評価は、教員および生徒対象のアンケートにおいて肯定的な回答をし
た者の割合である。「目標」の設定およびとルーブリック評価表等を利用した
「ふりかえり」の設定を半数以上の授業で行った教員の割合及び「めあて」や
「ふりかえり」への意識を持って授業を受けていると回答した生徒の割合が
昨年度と比較して減少している。
その原因として努力指標が全教員に徹底されておらず，そのため，生徒に
「めあて」や「ふりかえり」への意識を持って授業を受けることの重要性が伝
わっていないことであると考えられる。
次年度は年度当初に努力指標を全職員と共有する機会を設ける，目標設定
やふりかえりの取り組みが定着しているかを定期的に確認する機会を設け
る，などの取り組みしていく必要がある。

１１月模試において、３教科総合の到達度が国公立大学挑戦レ
ベル以上の生徒は、１学年が３７．７６％、２学年が２０．６％であっ
た。
事前事後の指導を学年会と連携して実施することができた。来年
度はスタディサプリ到達度テストおよびその事前事後学習と学び
の基礎診断との連動の効果的な連動を図っていきたい。

これまでの進路学習などを通じて自己の進路について考えを深めてい
たこともあり、４月当初の出願から大きく揺らぐ生徒は前年度よりも少な
かった。国公立大学を志願した生徒は、模試判定が悪くても高い志望
を維持した生徒が多く、共通テストの結果を受けて、自分の志望する学
問領域で努力を結実させる出願先を検討し、国公立大学の受験そのも
のを諦める生徒は少なかった。今後も学校推薦型選抜や総合型選抜を
視野に入れた、生徒の第１志望形成をより早い時期に行うとともに、学
力と意欲の向上のための効果的な方策を模索していきたい。
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